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全体の構成

１．学部長挨拶・学部執行部の紹介

２．教務関連ガイダンス

３．学生生活についての注意点

トビタくん
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１-１．学部長挨拶

学部長 千葉敏之
（ヨーロッパ中世研究）
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学部長: 千葉 敏之（ヨーロッパ中世研究）地域社会研究コース

副学部長: 加藤 美帆（教育社会学）現代世界論コース

学部長補佐:
 伊東 剛史（イギリス近代研究）地域社会研究コース

 上原 こずえ（社会学）現代世界論コース

木村 暁（中央アジア史）地域社会研究コース

倉田 明子（中国・香港近現代史）地域社会研究コース

 

１-２．学部執行部の紹介
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『履修案内』 『歩き方』 『相談窓口ガイド』
を手元に用意してください

オリエンテーションの投影資料は、
「大学ホームページ」→「教務関連まとめページ」
→「学部別新入生オリエンテーション」
から入手できます。

5



２．教務関連ガイダンス
２－１．カリキュラムと履修について
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TUFSクオーター制度
１年間を４つの学期に分ける、多様な授業・プログラム

春学期

4月～

8月上旬

夏学期

8月上旬

～9月中旬

秋学期

9月下旬～

2月上旬

冬学期

2月上旬

～中旬

夏学期・冬学期

集中講義、短期留学、インターンシップ、
ボランティア活動など

春学期・秋学期

必修授業の多くが開講される基幹学期
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授業を履修する
■単位とは・・・ 「45時間の学修を必要とする内容」

言語科目＝1単位、講義科目＝2単位

所定の単位を取得すること＝進級や卒業の要件

■卒業に必要な単位（卒業所要単位）：125単位以上  

■成績評価とＧＰＡ（p.22）Ｓ, Ａ, Ｂ, Ｃ／Ｆで評価（F＝60点未満：不合格）

成績評価を数値化したものがＧＰＡ（Grade Point Average）

留学等の選抜に用いられる場合も。成績は、授業での到達度やテスト、レポートの点数で決まる

■出席の取り方

授業について毎回記述するレスポンスシートなどを使って行うことが多い。

評価の対象ではないが、出席していないと課題の提出や授業についていけず、単位を落とすことに。

履修案内
p.21
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履修登録が必要！
• 履修する授業は履修登録期間に自分で登録

（必修の授業もあらかじめ登録されている訳ではない）

• 登録せずに出席していても単位は認定されない

※「基礎リテラシー」「基礎演習」も自分で登録！

• 登録した後の修正→「履修修正期間」に行なう

※再履修可能科目、反復履修可能科目（p.23-）

履修登録忘れたけど
出席してれば大丈夫？？

履修登録をしていないと
単位は認められません！

履修案内
p.36-
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授業科目の種類と４年間の履修イメージ
履修案内

p.26

世界教養
プログラム

※他学部と共通

専修プログラム

※国際社会学部独自

進級要件？？

関連科目？？ 10



２ｰ２．授業の履修について
―1年生は世界教養プログラムが中心

11



進級要件―3年生への登竜門 

専攻言語 15単位以上 〔履修方法は専攻言語ごとの指示に従う〕

地域基礎 ６単位以上 〔専攻地域で指定された授業〕

基礎リテラシー １単位

基礎演習 ２単位

導入科目 ８単位以上 〔所属するコースの授業を２単位以上含む〕

２年次末までに以下の要件を満たさないと３年生に進級できない。

進級要件
履修案内

p.31

進級要件は2年次の春学期が終わったら
全て満たせていることを目指そう！！
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専攻言語―1・2年次教育の土台

・英語 （北アメリカ、北西ヨーロッパ）

・ドイツ語
・フランス語
・イタリア語
・スペイン語
・ポルトガル語
・ロシア語
・中国語
・朝鮮語
・アラビア語

・ポーランド語
・チェコ語
・ウズベク語
・モンゴル語
・インドネシア語
・マレーシア語
・フィリピン語
・タイ語
・ラオス語
・ベトナム語
・カンボジア語
・ビルマ語

・ウルドゥー語
・ヒンディー語
・ベンガル語
・ペルシア語
・トルコ語
・アフリカ地域
・オセアニア地域

1単位ごとに認定
（モジュール）

1年次に10単位
一括認定

（非モジュール）

進級要件
履修案内
p.40-

非モジュール：専攻言語の単位を１年生で10
単位修得しないと、２年生の地域言語が履修で

きず、進級要件を満たせない

専攻言語科目は専攻した者だけが履修できる。１年次に10単位履修する。

専攻言語の履修方法は、
12:30～の説明会で確認しよう！
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地域基礎科目
各自が専攻する地域についての理解を深めるための授業。６単位必修。

各地域の文化・社会について総合的に学ぶことを目的としています。

専攻地域・専攻言語によって履修する授業の指定があります。

※大学HPに掲載されている「2025年度 地域基礎科目の履修上の注意」を必ず
参照してください。『履修案内』にQRコード有り。

北アメリカ地域専攻だけど、ロシアの地域基礎も
取りたいなあ・・・

専攻地域以外の地域基礎も卒業単位に入ります。
ただし、進級要件を満たすには専攻地域で指導された地域基礎
で6単位必要です。

進級要件

履修案内
表紙裏のQRコード
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基礎リテラシー・基礎演習
大学での学びの基礎・方法

■「基礎リテラシー」 （春学期）

春学期 木曜１限 オンライン（１単位）

■「基礎演習」（秋学期）

秋学期 火曜１限か木曜１限 （２単位）

※春学期中に「履修方法についての案内」が出ます

大学生としての生活、大学での学び方、レポートの書き方などの基礎を学ぶ１年
次の必修授業。

進級要件

どちらも１年生の必修科目！

履修案内
p.39
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GLIP（グリップ）
グローバル人材育成プログラム（Global Linkage Initiative Program）

「GLIP英語科目」：語学の授業としての英語の授業

「英語による科目」：教養科目／専修プログラムの講義を英語で受ける・・・

☞『GLIP履修ガイド』
☞オリエンテーション動画（大学HP）
https://www.youtube.com/watch?v=6RYIiFblSyk

履修案内
p.45
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★多くの専攻地域では、GLIP英語または教養外国語を選択必修に指定しています。選択必修とする場合、
その言語の単位習得にはルールがあります。

履修案内
p.45

教養外国語
マルチリンガルへの道

◆教養外国語の履修は２年生からがオススメ

◆教養外国語科目：ドイツ語、フランス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル語、ロ
シア語、中国語、朝鮮語、アラビア語。いずれもＡ（初級レベル）とＢ（中級レベ
ル）の二つのレベルを設定。 
◦ （ただし、初めて学ぶ言語の場合はＡ、Ｂの同時履修は好ましくありません。また、
１年で１言語あたり４単位まで履修できます）

◆履修方法の詳細についてはそれぞれの言語の担当教員の指示にしたがってください。
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教養科目
多分野と広い視野

卒業までに１６単位以上履修。

進級要件ではないが、多様な分野に触れることのできる授業群。

英語による授業、他大学・他機関との連携授業も多数。

授業によっては履修年次が限定されているので、それぞれの担当教員の指示にしたがってください。

現代教養科目

自然科学系科目

教養日本力科目

世界言語科目

スポーツ身体科目

キャリア・協働科目

臨地学修科目（スタディツアー）

履修案内
p.39-
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「関連科目」とは？？
➢言語文化学部、国際日本学部の授業も取りたい！

（※教職課程や、日本語教師養成プログラムでは他学部の授業を履修する必要有り）

➢他大学の授業も取ってみたい！（他大学との連携：一橋大学、東京農工大学、
電気通信大学、武蔵野音楽大学、お茶の水女子大学、沖縄大学etc…） →履
修案内p.68-

→卒業単位に「関連科目」として算入されます。

国際社会学部の学生だけど、
言語文化学部の導入科目「言語研究入門」や、国際日

本学部の導入科目「日本史入門」も履修したいなあ・・・！

履修案内
p.20
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海外留学制度
長短を組み合わせて自分なりの経験を

留学の種類 

短期留学（ショートビジット）：夏・冬学期の3～6週間…1年次から可

→夏学期ショートビジット説明会4/9, 4/10 (11:50~12:30)

「ショートビジット」https://www.tufs.ac.jp/student/studyabroad/shortvisit/

派遣（交換）留学制度：3カ月以上1年以内…主に3年次以降

休学留学制度：6カ月～1年…主に3年次以降60単位まで振替認定可）

留学先の大学でとった授業の単位も卒業単位
にいれることができます！

※留学申請時に手続きが必要。

履修案内
p.60-
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特色ある授業―問題関心・キャリア形成

他機関・他大学との連携授業：JICA, JETRO, 東京農工大学、電気通信大学など

公務員試験対応授業

多文化共生に関する授業

ＡＩ・データサイエンスに関する授業

日本語教師養成プログラム

教職課程

履修案内
p.54-, p.68-

パンフレットや案内
冊子があります！
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２-３．専修プログラムとゼミ選択
―国際社会学部独自のカリキュラム
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国際社会学部の３コース
―専修プログラムの授業は全てどれかのコースと関連している

地域社会研究コース

対象とする地域の時間軸(歴史)と

空間軸(地図)を柔軟な視点で

捉える方法を身につけ、地域にか

かわりながらそのリアルを学ぶコー

スです。

歴史学・地域研究

現代世界論コース

•哲学、政治学、社会学、ジェン

ダー論、レイシズム・スタディーズなど

のオーソドックスかつ最先端の研究

に触れながら、現代世界の諸問題

を批判的に考察する方法を学ぶ

コースです。

国際関係コース

•社会科学の方法論を体系的に

学び、法学、政治学、経済学、

国際協力論などの学問分野を専

門的に学修し、国際社会を生き

抜く知的技術を身につけるコース

です。

歩き方
p.6-
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専修プログラム
― 「導入科目」「概論科目」「専門科目」の三段階

科目区分 授業科目 履修年次 必要単位

導入科目 1～２年次 ８＋ 所属コースの授業を2単位
以上含む

概論科目 2年次～ ６＋ 所属コースの授業を4単位
以上含む

専門科目 講義 2年次秋～ ２４＋ 所属コースの授業を12単位
以上含む

専門演習 3年次～

専門演習（本ゼミ） 3年次～ ４ 指導教員のゼミ

卒業研究演習 4年次 ４

地域社会
研究コース

現代世界論コース 国際関係コース

大学での学びの集大成として
卒業論文を執筆して卒業！

履修案内
p.46-
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導入科目
コースの専門性への入口
・２年次修了までに８単位以上修得すること

・うち最低２単位は所属するコースの授業を含むこと

３コースで開講される専修プログラムの１～２年生対象の授業。
それぞれのコースで、バランスよく履修し進みたいコースについて1年生のうちから考えておこう。1年生春学
期は、興味のある分野からまずは１～2コマ履修してみよう。

地域社会
研究コース

現代世界論コース 国際関係コース

歩き方
p.6

進級要件

今年の春は「国際関係コース」と「現代世界論コース」の導入、
秋は「地域社会研究コース」の導入を取って、来年の春に行き

たいコースの導入を取ると8単位取れるな～
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1年生のうちから、進みたいコース・ゼミを意識して授業を履修しよう

『歩き方』 p.29～各教員の専門の紹介、p.15～先輩方による一部のゼミの紹介

コース・ゼミの決定プロセス
―２年次春学期終了（7月）には所属コース/ゼミが決定

１年生

導入科目の履修

２年生４～５月

コース・ゼミ説明会

導入科目・概論科目

の履修

２年生６月

ゼミ希望届

興味のあること、専門的に学びたいことは何だろう？
2年生になってコースとゼミを選べるように、1年生の

うちから考えるようにしておこう。

履修案内
p.27-
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卒業所要単位―授業をどう組み立てるか？

履修案内
p.29-
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履修のポイントまとめ
1.時間割を詰め込みすぎない！ ☆大学の授業は予習・復習・課題がもれなくついてくる

2.進級に関わる必修科目は特に注意

3.専攻言語と地域基礎は担当教員の指示に従い、「履修の注意」の通りに履修しましょう

4.導入科目はバランスよく学んでください

5.教養外国語は２年生から履修がおすすめ（専攻言語が英語など既習言語の場合は1年次から）

卒業に向けたポイント まとめ

1.言語科目の卒業所要単位は36単位以上

2.必修のGLIP英語／教養外国語は取り方にルール

3.必修の言語以外に一定数の選択必修の語学の単位を修得する必要

4.導入・概論・専門科目は所属コースの科目から一定数の単位を修得

5.自分の入学年度の履修案内にしたがって履修

6.所要の125単位ピッタリで卒業しようとしない

歩き方
p.5
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２-４．履修上の注意事項
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成績判定（評定）
シラバスでしっかり確認

■成績判定    

定期試験、レポート、授業内試験、アクティブラーニング

など（各授業での指示をシラバスや教場で確認）

■「成績に関する問合せ」と「異議申し立て」（p.23）

成績に疑問がある場合は、所定の手続きを通して、定められた期間内であれば、

問合せや異議申し立てができる。教員の手違いということもまれにはあるので、日ご

ろから自分でしっかりと管理すること。

履修案内
p.22-
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不正行為
取り返しのつかない事態にならないよう

◆試験における不正 p.16
試験：筆記型定期試験、授業内試験、オンライン試験などのすべて
☆試験のルールは各授業ごとに定められます（持ち込み可・不可）
カンニング、代理受験はもちろん、試験実施中の情報交換や許可されていない物品の持ち込みな
ども不正行為になります

◆提出課題における不正 p.49-
盗用＝提出する論文やレポートで、他人の論文や記述を、自分で書いたかのように書き写すこと、
コピペ ⇒不正行為です。
文章を参照したら、必ず注記が必要（参照すること自体はまったく不正ではありません）

■ＡＩ（ChatGPTなど）の使用について
ルールに則ることが重要／授業担当教員の指示に従う

その授業が不合格になるだけでなく、その学期、もしくはその年度に受講したすべての科目が不合格に
なるなどの措置がとられるほか、学生身分に関わる処罰(停学など)が下されることも。

履修案内
p.16, 49-
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50単位上限ルール 1年間に履修登録ができる単位の上限：50単位（一部除外される授業有り）

１年生が春学期に履修登録する単位数の目安
【時間割を組む順番】

1：基礎リテラシー １単位

2：専攻言語 ５単位

3：地域基礎 ２～４単位

4：導入科目 ２～４単位

5：GLIP英語科目／教養外国語科目 １～２単位

6：教養科目 2～6単位

春学期の履修登録の目安
２０単位程度

まず1～4で時間割を組んだあと、空いている時間に 5、6をいれる
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月曜 火曜 水曜 木曜 金曜

1(8:30-10:00) 基礎リテラシー
1単位

2(10:10-11:40)

3(12:40-14:10)

4(14:20-15:50)

5(16:00-17:30)

専攻言語
1単位

専攻言語 
1単位

専攻言語
1単位

専攻言語
1単位

専攻言語
1単位

地域基礎
2単位

GLIP英語
1単位

GLIP英語
1単位

教養科目
2単位

教養科目
2単位

導入科目
2単位

導入科目
2単位

言語科目・・・7単位
講義科目・・・12単位
基礎科目・・・1単位
合計 20単位

１年生の春学期の時間割（例）

春学期の時間割を
つくってみよう！

進級要件を確実に満たせるように履修を計画しよう
※2年次の春学期が終わった時点で進級要件は全て満たせているようにしよう！！！

教養科目
2単位
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２-５．履修のための各種システム
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学務情報システム
１．大学ホームページのトップから

４．各自のIDとパスワードでログインする。
３．「学務情報システム」をクリック

シラバス検索も
履修登録も
学務情報システムから！

35

２．「在学生の方」をクリック



TUFSメール ＠tufs.ac.jp
大学から配布されるメールアドレスには、今後卒業まで、

大学や教員からの重要な通知が届きます

大学アカウントのメールは常時チェック！

大学ＨＰ
→在学生の方
→学修サポートセンター等
→総合情報コラボレーションセンター

メール転送の
設定も可能
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Moodle for Open Education
レジュメ配布、レポート・レスポンスシートの提出
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シラバス
授業の内容を知る

（2）条件を入力して「検索」

（1）大学HP→在学生の方
→シラバス検索

（3）授業の目標、授業計画、成績の評価・・・
などの授業に関する詳細な情報が載っている
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時間割作成ガイド
授業の内容を知る 国際社会学部の開講授業を調べる

39



２－６．

『国際社会学部の歩き方』
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どんな教員がいるの？

41

歩き方
p.29
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歩き方
p.30



履修モデル 自分だけのモデルを考えてみよう！
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歩き方
p.8-
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どの地域所属の学生も、原則、３コース
全ての先生のゼミに進めます！
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歩き方
p.31



３．学生生活について
詳しくは大学HP 「在学生の方」もご覧ください！
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様々な支援体制（1）

たふさぽ（TUFSアカデミック・サポート・センター）（研究講義棟１階）

保健管理センター（本部管理棟隣） 

学生相談室

グローバル・キャリア・センター/ＧＣＣ（研究講義棟2階） 

☜ 就活を全面バックアップ

留学支援共同利用センター（研究講義棟２階）

☜ 留学に関する情報収集、相談はこちら

多言語コンシェルジュ・学習相談デスク（図書館2F）

☜ 大学院生が学習上のアドバイス（レポートの書き方など）

49

歩き方
p.24-



様々な支援体制（2）

ＥＬＣ（英語学習支援センター）…研究講義棟3階304室

学生課・教務課（本部管理棟1F）

☜学生生活や履修・成績関連一般はこちら

個別の教員（地域代表教員、指導教員など）

★緊急の相談

犯罪、盗難等に関すること、経済的な問題など相談先が分からない場合など、緊急に相談したいことがある場合

TUFS110連絡フォーム： https://sanda.tufs.ac.jp/tufs110/form/

50

歩き方
p.24-



何をどこで相談するか 

以下のような悩みがあったら・・・

✓修学上の問題について

✓将来（ゼミ選択、コース選択、進学）について ⇒たふさぽへ

✓心の健康について

✓日常生活（人間関係の悩み、生活の乱れetc）について ⇒学生相談室へ

✓心身の不調

✓急な病気や怪我 ⇒保健管理センターへ

✓障がい等の修学上の困難  ⇒ 合理的配慮の申請（教務課）
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アクセス：研究講義棟１階北側エントランス横

開室時間：春・秋学期 月～金 10：00～15：00（8月は閉室）

最新の情報（イベントも多数）は、大学HPでご確認ください。

http://www.tufs.ac.jp/institutions/facility/tufssupport/

連絡方法：電話042-330-5885／

メール academic-support-center@tufs.ac.jp

TUFS ア カ デ ミ ッ ク ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー
（たふさぽ）
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歩き方
p.25-



学生相談室
学生生活の悩みや心の健康について気軽に相談

アクセス：保健管理センター棟 1 階 北口ドアより

開室時間：月～金 10：00～ 16：00（12：30～13：30は昼休み)

相談申し込み方法 （予約制）

★電話:042-330-5560(受付直通)

★直接受付に行く

★Webから申込（大学のGoogleアカウントでログインが必要です）
https://forms.gle/GnMsae1TzziXZZr47

悩みに応じて相談先を選べます
①学生支援担当教員
②カウンセラー(臨床心理士・公認心理師)への相談

相談窓口
ガイド
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保健管理センター
身・心の健康上の不調や問題等について医師や看護師に相談

アクセス：保健管理センター棟 1 階 北口ドアより

医師の担当する「内科診療・相談」

曜日:月曜~水曜・金曜日(木曜・土日・休日を除く)

時間:10:00~12:15、13:30~15:00

看護師の担当する「応急処置・相談」

曜日:月曜~金曜日(土日・休日を除く)

時間:9:30~12:15、13:30~16:00

学校医(非常勤)の担当する「精神科相談」

曜日:火曜午後と木曜午後の月 1 回:予約が必要で、時間帯は予約時に確認。

予約受付は電話(042-330-5435)のみ可(メールでの予約受付は不可)。

相談窓口
ガイド
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悩みがあったら・・・
自分ひとりで抱え込まずに、気軽に相談してください！

まずは
「たふさぽ」＆「学生相談室」へ！
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２－７．より深い学びへ
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大学院総合国際学研究科

博士前期課程（修士号）・博士後期課程（博士号）

共同サステナビリティ専攻
（博士後期課程）
本学・東京農工大学・電気通信大学
の三大学が共同で設置する
複合新領域の研究専攻
（文理融合型・ＳＤＧｓ）

大学院
より高度な専門研究へ、研究者への道
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『ピエリア』
教員と学生が編む東京外国語大学出版会の広報誌

本学教員が特定の主題から
〈学問の世界〉に皆さんを誘う珠玉のエッセイ集

☚ 出版業界に関心がある学生は注目！
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２－８．これからのスケジュール
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春学期の履修登録
2026年度 春学期のスケジュール

※履修登録期間は、夏学期、秋学期、冬学期にもあります。

期間厳守、全ての授業を、学務情報システムから自分で履修登録すること

「基礎リテラシー」「基礎演習」は特に注意。基礎リテラシーは必ず４月７日からの履修
登録期間に自分で履修登録してください！

60

授業開始 ４月８日（水）

抽選登録期間（GLIP英語科目）
（教養外国語科目）

４月１日（水）～３日（金）
  ４月１日（水）～６日（月）

履修登録期間 ４月７日（火）～１４日（火）

履修登録修正期間 ４月１５日（水）～４月２１日（火）

履修中止期間 ５月１１日（月）～１２日（火）



履修相談コーナー
まずは『履修案内』『国際社会学部の歩き方』等の案内をよく読み、

各自で履修の計画をたてる。それでも疑問がある場合は･･･

■履修相談コーナー
教員が個別相談に応じます。

４月７日（火）１１：００～１２：３０ 大会議室
※大会議室；本部管理棟の２階

さらに、疑問がある場合は、以下に相談：
・教務課窓口
・各専攻地域代表教員
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新入生向け教職課程ガイダンス
教職課程説明会
対象：全学部新⼊生・第3年次編⼊生で、教員免許
の取得希望者

⽇時：4⽉6⽇（月）11:00〜11:30

場所：研究講義棟115教室

※教職履修希望者は教務課で

『教職ガイド』を受け取ること。

教職ガイダンス動画



Can Do テスト実施について
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日本語教師養成プログラムについて
「日本語教師養成プログラム説明会」

4月7日（火）  13時から13時50分
4月10日（金） 11時50分から12時30分

※いずれも研究講義棟102教室で行われます。
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日本語教師養成プログラムガイド2026
https://www.tufs.ac.jp/documents/education
/program/jplangedu2026.pdf

https://www.tufs.ac.jp/documents/education/program/jplangedu2026.pdf
https://www.tufs.ac.jp/documents/education/program/jplangedu2026.pdf


国籍・市民権・法的地位等を理由にした

人権侵害防止のための声明

東京外国語大学は、多様な背景を有する学生や教職員によって構成されています。まさにこのことが、私たちのキャンパスを特徴づけ、多言語・多文化間の

相互作用から魅力的かつユニークな学びの場にしてきました。このキャンパスにおいて、すべての学生・教職員が、国籍・市民権・法的地位・出身地・人種・

民族・宗教・言語・年齢・ジェンダー・セクシュアリティ・障害等を理由にした差別や人権侵害を受けることなく安心できる教育研究環境・労働環境を保障す

るために、私たちは以下のことを確認し、また宣言します。

・特定の国や地域の国籍・市民権を理由に、または人種的偏見に基づいて、本学の教職員や学生をリスクとみなしたり、その法的地位を追及したりする言動を

しない

・非正規滞在を含む法的地位の不安定な学生も、差別的な取り扱いを受けることなく、安心して教育を受ける権利を保障する

・国籍・市民権や法的地位、障害等を理由に、授業やゼミへの参加、サークルや課外活動、⼊試、成績評価、人事評価などで差別的な取り扱いをしない

・教職員や学生の法的地位や性自認・性的指向等の個人情報については、アウティング（本人の同意なしに第三者に伝えてしまうこと）をしない

・教職員や学生の法的地位等に関する個人情報について、関係機関その他の第三者に提供しない

これらのことは、⽇本政府の批准した人種差別撤廃条約に基づき、本学が人種差別を撤廃する義務を負っていること、また「国連アカデミック・インパクト

（UNAI）」に加盟しており、そこで謳われている「原則3：性別、人種、宗教、民族を問わず、全ての人に教育の機会を提供する」および「原則10：異文化間

の対話や相互理解を促進し、不寛容を取り除く」に積極的に関与することが求められていることからも確認されるものです。私たちは、これらの原則を教育・

研究・学生支援および人事運営などの場面において具体化し、多様な背景を持つ構成員が尊厳をもって学び、働くことのできる環境を発展させることを、責務

としてここに表明します。



国際社会学部

国連・国際機構教育プログラム
国連などの国際機関、国際協力機構等、国際的な組織への就職を希望する学生の
ための教育プログラム

国連は世界の平和と発展のために、地球的規模の課題や国
家が単独では解決できない様々な問題に取り組んでいます。
平和構築、持続可能な開発、人道危機など、国際社会が直
面する緊急課題に国連がいかに取り組んでいるかを実地で
学ぶ経験は、国連や他の国際機関、国際協力機構や外務省
などで働くことを目指す皆さんにとって、かけがえのない
経験となり、将来に向けた確かな土台となります。
本プログラムでは、まず１・２年次秋学期に準備講義を受

講したうえで、冬学期にニューヨークでの研修プログラム
（スタディツアー）に参加します。準備学習・スタディツ
アーで得た貴重な体験や知識を、３年次進級後、関連する
専門科目を継続して受講することで深め、将来、国際機関
で働くために必要な専門知識を系統的に学びます。
また、国連・国際機関で働くには、さらに大学院で専門性

を磨き、修士号を取得することが必須です。本プログラム
は、大学院での学びを準備するプログラムともなっていま
す。

プログラムの構成（計１０単位）

説明会（６⽉）・科目登録

ステップ１（基本の学びとスタディツアーへの準備）

講義「国際機関とその難民機関」を履修（２単位）

ステップ２（臨地学習）

ニューヨーク国連本部でのスタディツアー「国連研修プログラム」に参加（２単位）※

（帰国後「報告会」に参加）

※事情により渡航できない場合は、③及び対象科目2科目の履修に代えることができる

ステップ３（専門性を深める）

対象となる概論科目・専門科目【※別表】から、卒業までに計６単位を受講

※国際機構論、国際協力論、国際政治論、経済学（国際経済学、開発経済学）（一部、概論科目を含む）の４科目群で開か

れる講義

修了証（ディプロマサプリメント）

上記の計１０単位の履修を終えた学生は卒業年次に「修了証発行願」を提出し、単位取得が確認できた場

合にはディプロマサプリメントに修了証が記載される



まずは出てみよう！

春学期 木曜2限

中村恵（プログラム主担当）
国際機構論
「国家公務員として働く」
（英語・114教室）



新入生アンケートご協力のお願い



専攻言語、地域基礎の履修方法は
12:30～のオリエンテーションで説明が
あります！

69

専攻言語別オリエンテーション

4月1日（水）
12:30～14:00 場所→

言語文化学部・国際社会学部新入生
※各学部の第3年次編入生も希望者は参加することができます

オリエンテーションに続き語科別懇談会（教科書の共同購入案内）
が始まります。
専攻言語ロシア語については、全体のオリエンテーション後に、ロシア地
域（107教室）と中央アジア地域（106教室）に分かれて、オリエン
テーションを行います。
オセアニア地域・アフリカ地域の新入生は、引き続き専攻言語英語のオ
リエンテーションも行います。
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